
◆企 画 名  ピア・コミュニティ運営本部 メンバー募集  

日  程  2024年 1月 9日（火）～2月 13日（火） 

場  所  インフォメーションシステム、各種 SNS（Instagram・X） 

参加者数  8名（ピア・サポータ 2名、一般学生 6名） 

 

目  的 

一般学生にピア・コミュニティについて興味を持ってもらうこと。また、ピア・コミュ

ニティ運営本部のメンバーを募集し、活動の幅を広げるとともに、メンバー募集を通して

既存メンバーも活動を振り返ることを目的とする。 

内  容 

〇インフォメーションシステム  

・インフォメーションシステムに   

「メンバー募集」のお知らせ、 

ポスターを掲載した。 

  

〇各種 SNS  

・Instagram/Xにて「メンバー募集」 

のお知らせを投稿した。  

 

〇ガイダンス  

・Googleフォームに応募が来た場合、 

peerhonbu@gmail.com のメールアドレスで対応し、ピアエリアでの対面形式もしくは

Zoomでのオンライン形式でガイダンスを行った。  

効  果 

・多数の学生がインフォメーションシステムを見て、応募を行った。 

・応募があった 6名のうち 4名が運営本部へ加入した。 

（1年次生 2名、2年次生 1名、3年次生 1名） 

 また、1 名が KU サポートプランナーへ加入し、結果として応募者のほとんどがピア・

コミュニティに加入した。 

・加入後、すぐに活動報告会や新入生歓迎オリエンテーション、入学式誘導などのイベ

ントが続き、活動に馴染めるようなフローをつくることができた。 

改 善 点 

・応募をする学生にとっては、試験期間のためインフォメーションシステムを確認する

タイミングが多く、応募に繋がりやすいという利点があったが、ガイダンスを担当す

る学生も同じく試験期間であったため、日程調整等に加え、精神的な負担も大きかっ

たように思う。 

 →今回の新メンバー募集では、募集時点で対応できるメンバーが 2名であったため改善

しにくかったが、次回以降はガイダンス担当者を増やすことで一人当たりの負担を

減らすことができると考える。 

・Google フォームから申込があった際に、その都度メール対応をしていくため、ごく稀

に申込を見逃してしまったり、メール文作成に時間がかかってしまう場面があった。 

 →申込通知が来るように通知設定を行ったほか、メール文のテンプレートを作成した

ため、次回以降活用していく。 

感  想 

1 月初旬からの新メンバー募集は行ったことがなく、応募がどの程度あるのか不明であ

ったが、試験期間であることから多くの学生がインフォメーションシステムを見ていた

ためか、予想よりも反応が良かった。 

また、加入当初、新メンバーに何から体験してもらうかについては一年を通しての課

題であったが、その点も活動報告会の参加や入学式の誘導、新入生歓迎オリエンテーシ

ョン、加えて 4月の企画の準備など実際に体験してもらえる機会が多かった点は、この時

期の加入における利点であるとも感じた。 

2024 年度以降についても、年度末での新メンバー募集を検討し、加えて運営本部だけ

でなく、全コミュニティが協力してメンバー募集を行うことも検討していきたい。 
 


